






研究目的

　母体の年令と先天異常発生の相関については,統計的にも実証されてきてい

るが,具体的に,高年令婦人卵果から異常卵が発生し易いという問題に関する解

明はなされていない。本研究では,高年令婦人卵巣を形態学的に電子顕微鏡を

用いて検討し,卵子そのものについても卵胞卵の in vitro 培養などを通じて,

その機能面を分析したいと思う。なお,方法論的に materials を得る困難さが

多く,老令ラットを用いて,老化にともなう生殖機能あるいは,卵胞の電子顕微

鏡的観察を行うことをくわえて,高令妊娠時の異常卵発生因子について研究す

ることを目的とした。


